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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、インターロイキン15（IL15）に特異的に高親和性で結合するサイトカイン受容体をコードします。IL15とIL2の受容体は、IL2RベータとIL2Rガンマという2つのサブユニットを共有しています。これが、IL15とIL2の多くの重複する生物学的活性の基盤となっています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、IL2Rアルファと構造的に関連しています。IL2Rアルファは、高親和性のIL2結合に必要な、IL2特異的な追加のαサブユニットです。IL2RAとは異なり、IL15RAは他のサブユニットとは独立してIL15に高親和性で結合できるため、IL15とIL2の間には明確な役割があることが示唆されています。この受容体は、細胞増殖を促進し、アポトーシス阻害因子であるBCL2L1/BCL2-XLおよびBCL2の発現を増強することが報告されています。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2010年4月],機能：インターロイキン-15受容体。異なるアイソフォームの発現は、シグナル伝達を変化させたり阻害したりする可能性がある。アイソフォーム6、アイソフォーム7、アイソフォーム8、およびアイソフォーム9はIL-15に結合しない。シグナル伝達には、STAT3、STAT5、STAT6、JAK2（類似性による）、およびSYKが関与する。,PTM：可溶性型（sIL-15RA）は、膜アンカー型受容体のタンパク質分解による切断によって生じる。切断にはADAM17/TACEが関与する（類似性による）。また、IL-15にも結合し、膜受容体へのIL-15の結合を阻害します。,PTM：N-グリコシル化およびO-グリコシル化されています。,PTM：活性化SYKによってリン酸化されます。,類似性：1つのSushi（CCP/SCR）ドメインを含みます。,細胞内局在：アイソフォーム6、アイソフォーム7、アイソフォーム8およびアイソフォーム9は、小胞体、ゴルジ体および細胞質小胞に関連していますが、核膜には関連していません。,細胞内局在：主に核膜に関連して見られます。,サブユニット：インターロイキン-15受容体IL15Rは、IL15RA、IL2RBおよびIL2RGのヘテロ三量体です。IL15RAは自己会合もします（類似性による）。 SYKと相互作用する。,組織特異性：アイソフォーム1、アイソフォーム3、アイソフォーム4、アイソフォーム5、アイソフォーム6、アイソフォーム7、アイソフォーム8、アイソフォーム9は広く発現している。胎児脳で発現しており、大脳皮質や視床よりも海馬と小脳で高い発現を示す。可溶性sIL-15RAは膜結合型と比較して、脳のあらゆる構造に​​おいて高濃度に存在する。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;Jak_STAT;IgA産生のための腸管免疫ネットワーク;
	画像データ
	

	IL15RA抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	IL15RA 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	IL-15Rαポリクローナル抗体を用いたCOLO細胞のウェスタンブロット解析
	

	IL-15Rαポリクローナル抗体を用いた様々な溶解物のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

